
デジタルコードレス電話の無線局の高度化に関する技術的条件に関する検討開始について

■ 検討の背景

• 2017年に1.9GHz帯の免許不要のデジタルコードレス電話の無線局として、TD-LTE方式（5MHz幅システム又は1.4MHz幅システム）
のsXGPが制度化され、その後、広く普及している携帯電話端末を子機として使用可能な5MHz幅システムについて、実機を用いたト
ライアルの実施など、商用サービス開始に向けた取り組みが加速化している。

• 一方で、5MHz幅システムの周波数は1chしかないため、近接した場所では干渉を受け当該システムの導入が困難になるなど、運用
上の懸念が生じている他、映像伝送などの多様なデータ通信用途での利用のため、使用可能な周波数の拡充が求められていると
ころである。

• sXGPに隣接する周波数を使用する公衆PHSは、昨年3月末に新規契約受付を終了し、2020年7月末に一部サービスを終了するた
め、事業の縮小が見込まれていることから、sXGPの周波数拡充の検討に当たり、公衆PHSとの周波数共用が考えられているところ
である。

• よって、本件では、1.9GHz帯を使用する公衆PHSとの周波数共用利用の検討を始めとする、sXGPの更なる周波数有効利用のため
に必要な技術的条件について、検討を行うものである。
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■ 技術的条件の検討概要
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【主な検討項目】
・デジタルコードレス電話の無線局と公衆ＰＨＳ無線局との共用条件の検討
・デジタルコードレス電話の無線局のGB帯域への拡張可能性の検討
・拡張に伴う既存の無線局と共用するための最適な周波数配置
・（必要に応じ）無線システムの技術的条件

■ 検討スケジュール及び検討体制

4月 5月 6月～9月 10月 11月

情報通信技術分科会

陸上無線通信委員会

 2019年11月頃に答申予定。
 陸上無線通信に必要な技術的条件等を担当する既設の「陸上無線通信委員会」において検討。

▲

【検討開始】

▲

【答申】

▲

【取りまとめ】

（必要に応じて作業班を設置し、詳細な検討を実施）
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